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W18a 硬X線天体撮像観測実験NUSMIT搭載 硬X線望遠鏡の特性評価
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硬X線領域の撮像観測は、銀河団や超新星残骸など非熱的成分の起源の解明に非常に有用であり、これらの放
射機構を探ることで、これまで不明だった粒子加速や磁場のメカニズムを明らかにすることが可能である。
我々は Pt/C多層膜スーパーミラーを反射鏡面に用い、硬X線領域でも有用な反射率を持たせた硬X線望遠鏡
を開発している。現在、大阪大学、宇宙科学研究本部と共同で気球による硬 X線天体撮像観測実験 NUSMITを
推進中であり、これには硬X線望遠鏡が 2台搭載される。
これまで培って来た技術を基に、我々はNUSMITに搭載するための新型望遠鏡の開発を行なっている。焦点距
離 8m、最大口径 40cmは従来と同様だが、反射鏡基板の厚さを 0.15mmから 0.20mmにすることで基板剛性を
高め、単体レベルでの結像性能の向上を図った。また、基板の長さを 100mmから 130mmへと大型化し、反射鏡
の円周方向の分割数を 4から 3にすることにすることで、組み上げる反射鏡の総数は約 40%減少した。現在まで
に、約 430枚の新型反射鏡を組み上げNUSMIT搭載用硬X線望遠鏡を完成させた。
望遠鏡の特性評価は高単色性、高平行度の硬 X線ビームが得られる大型放射光施設 SPring-8/BL20B2ビーム
ラインで行なった。その結果、反射鏡位置の微調整の余地は残すものの、初期組み上げの段階で、望遠鏡の結像
性能はHPDで 2分角であり、従来の InFOCµS搭載型と比べ約 25%向上している。また、30keVにおける有効面
積は 19.5cm2であった。これは設計値の約 80%になり、InFOCµS搭載型の 55%に比べ約 30%向上した。


